
（ ）単位：千円

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

【農林部】 地域のバイオマスを有効に利活用するための施設整備に

対して助成する。新

1,500,300 1,500,300１ 地域バイオマス

利活用促進モデル 地域バイオマス利活用促進モデル事業国庫 1,500,150 国庫 1,500,150

（国1/2 事業主体1/2） １５億３０万円事業 一財 150 一財 150

新たな技術を用いたバイオマスの利活用を目指す事業者

に対し、補助事業を活用し、仕組みづくりやプラントの整

備を支援する。

農林部

－ １ －

【審査の考え方】

環境に配慮した、資源循環型社会の形成

に寄与する事業であると判断し、要求額

を措置した。



（ ）単位：千円

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

新

２ スギ花粉削減対策

事業 花粉症の原因の一つと言われているスギ花粉を削減する170,963 170,963
ため、山間地域のスギ林を対象に強度間伐等を支援し、針国庫 122,028 国庫 122,028

広混交林等へ誘導する。一財 48,935 一財 48,935

１億３，３６２万９千円１ 間伐促進事業

（国3/10 県1/10 事業実施主体6/10）

花粉症の原因とされるスギ花粉を削減するため、スギ

林を通常の間伐よりも強度に間伐する森林組合等に対し

て助成する。

３，７３３万４千円２ 搬出間伐促進事業

（国3/10 県1/10 事業実施主体6/10）

伐採した木材を活用するため、森林組合等が行うスギ

の伐採及び搬出に係る経費について助成を行う。

※ 平野部のスギ林については、みどりの基金事業により

皆伐、広葉樹植栽を実施

他事業も含め、スギ林が平成20年度に603ha減少

（マニフェストは2,800ha減少）

農林部

－ ２ －

【審査の考え方】

スギ花粉削減のため、山間地域における

スギ林の間伐促進の必要性を認め、要求額

を措置した。



（ ）単位：千円

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

３ 農林部公共事業 １ 森林管理道整備事業9,749,018 8,152,793 8,152,793
区 分 平成20年度 平成19年度 前年度比国庫 5,628,906 国庫 4,809,568 国庫 4,809,568

国庫補助事業 ６.６億円 ７.３億円 △９.７％分担金 216,097 分担金 196,646 分担金 196,646

県 単 独 事 業 １.２億円 １.３億円 △１０.０％負担金1,066,639 負担金 592,412 負担金 592,412

合 計 ７.８億円 ８.６億円 △９.８％諸収入 70,700 諸収入 181,180 諸収入 181,180

※重点化方針 集中投資による工事の早期完了 ２路線県債 2,126,000 県債 1,750,000 県債 1,750,000

一財 640,676 一財 622,987 一財 622,987

２ 治山業事

区 分 平成20年度 平成19年度 前年度比

国庫補助事業 ４.８億円 ６.０億円 △１９.８％

県 単 独 事 業 １.１億円 １.４億円 △２０.１％

合 計 ５.９億円 ７.４億円 △１９.９％

※重点化方針 山地災害の危険性が高い地区の整備 ５箇所

３ 農業基盤整備事業

区 分 平成20年度 平成19年度 前年度比

国庫補助事業 ６４.９億円 ８０.２億円 △１９.１％

県 単 事 業 ３.０億円 １.３億円 １２３.４％

合 計 ６７.９億円 ８１.５億円 △１６.８％

※重点化方針 農地災害の防止(排水機場等) ４地区

企業的経営体の育成（ほ場整備等） １０地区

事業効果の早期発現（農道等） ５地区

農業集落排水の計画的な整備 １６地区

農林部

－ ３ －

【審査の考え方】

本県農林業の振興に必要な生産基盤を整備

するため、要求額を措置した。


